
特集  大学のお金～集め方と使い方

ン
サ
ス
を
得
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
準

備
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
７
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
1
〜
4
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ス
テ
ッ
プ
５
に
あ
た
る
計
画
の
作

成
に
取
り
組
も
う
。
こ
の
計
画
に
は
、

目
標
額
の
妥
当
性
の
検
証
、
個
別
訪
問

対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
優
先
順
位

の
決
定
、
学
内
担
当
者
の
割
り
当
て
な

ど
も
含
ま
れ
る
。
計
画
素
案
の
作
成
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
の
協
議
期

間
、
目
標
額
達
成
に
必
要
な
個
別
訪
問

に
よ
る
寄
付
依
頼
に
必
要
な
期
間
な
ど

を
逆
算
し
て
、
開
始
時
期
を
見
込
む
。

　な
お
、
高
額
な
寄
付
依
頼
に
は
個
別

訪
問
が
有
効
だ
が
、
対
象
者
の
リ
ス
ト

化
に
加
え
、「
誰
が
依
頼
す
れ
ば
最
も

効
果
的
か
」
を
精
査
し
、
ア
タ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
つ
く
り
た
い
。「
多
忙
な
学
長

等
と
相
手
先
の
日
程
を
調
整
し
て
訪
問

す
る
と
な
れ
ば
、
相
当
な
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
必
要
だ
。こ
れ
ら
を
全
て
逆
算
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
年
前
か
ら
や

る
べ
き
と
い
う
目
安
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
日
ご
ろ
か
ら
寄
付
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
何
に
い
く
ら
集
め

る
の
に
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
、
目
安
が
わ
か
っ
て
く
る
」（
須
山

氏
）。
例
え
ば
、
２
０
３
２
年
に
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学
は
、
２

０
２
５
年
か
ら
始
め
て
い
る
【
図
表

12
】。
計
画
は
、
前
述
し
た
委
員
会
等

で
進
捗
管
理
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軌

道
修
正
し
た
い
。【
図
表
13
】
に
は
取

材
校
の
周
年
事
業
の
寄
付
事
業
例
を
ま

と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

自
治
体
と
の
協
議
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
る
の
が
課
題
。

　近
年
、
大
学
の
寄
付
獲
得
ル
ー
ト
と

し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
個
人
版
と
企
業
版
の
2
種
類

あ
る
。【
図
表
14
】
は
、
各
制
度
の
違

い
を
ま
と
め
た
も
の
。
い
ず
れ
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
税
金
の
流
れ
を
つ
く
る

し
く
み
で
あ
る
が
、
個
人
版
が
総
務
省

管
轄
の
恒
久
的
な
税
制
で
、
寄
付
者
の

多
く
は
節
税
と
返
礼
品
狙
い
で
あ
る
の

に
対
し
て
、企
業
版
は
内
閣
府
管
轄
で
、

内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
た
自
治
体
の

地
域
再
生
計
画
に
対
し
て
企
業
等
が
寄

付
を
す
る
も
の
。
税
額
控
除
に
よ
り
、

企
業
等
は
寄
付
額
の
実
質
1
割
程
度
の

負
担
で
済
む
。
地
方
自
治
体
で
は
人
材

が
不
足
し
が
ち
な
た
め
、
お
金
の
寄
付

に
加
え
、
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
た
だ

し
返
礼
品
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　個
人
版
・
企
業
版
と
も
に
受
入
件
数
、

受
入
額
は
右
肩
上
が
り
だ
が
【
Ｐ
．
20

図
表
15
・
17
】、
い
ず
れ
も
「
自
治
体

へ
の
寄
付
」
制
度
だ
。
そ
の
た
め
、
大

      

経
営
環
境
悪
化
の
今
こ
そ
、
支
持

基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
。

　「労
力
を
か
け
て
も
全
収
入
の
1
％

程
度
で
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
、
寄
付
募
集
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
成
果
も
上
げ
て
い
る
大
学

は
多
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
人
口
減
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
寄
付
に
取

り
組
む
意
義
が
あ
る
と
唱
え
る
の
が
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
、
寄
付
募

集
に
詳
し
い
島
根
大
学
の
須
山
弘
一
氏

だ
。「
大
学
が
寄
付
金
に
取
り
組
む
意

義
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
潜
在
的
寄
付

者
に
寄
付
依
頼
を
す
る
行
為
自
体
が
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ
し
て『
共
感
』

し
て
も
ら
え
れ
ば
、寄
付
と
い
う
形
で
、

教
育
研
究
活
動
資
金
を
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、資
産
運
用
の
原
資
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
施
策
の
財
源
と
な
る
【
図
表

１
】」。
つ
ま
り
寄
付
募
集
は
、
本
質
的

に
は
自
学
を
支
え
る
フ
ァ
ン
（
支
持
基

盤
）
を
社
会
の
中
に
つ
く
る
こ
と
と
言

え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
。

　寄
付
募
集
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て

は
、
人
件
費
や
広
報
費
に
加
え
、
感
謝
・

報
告
等
の
関
係
構
築
費
、
寄
付
者
情
報

の
管
理
等
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
費
な
ど

が
か
か
る
。「
コ
ス
ト
を
か
け
に
く
い

場
合
は
、
小
さ
く
始
め
て
長
く
続
け
る

こ
と
で
、
寄
付
金
額
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
く
戦
略
が
現
実
的
だ
」（
須
山
氏
）。

      「
継
続
」「
長
期
」「
早
期
」「
み
ん
な
」

「
共
感
」
が
成
功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　須
山
氏
の
知
見
、
経
験
に
よ
る
と
、

寄
付
募
集
で
は
、
既
存
の
寄
付
者
と
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
寄
付
金
額
が
高
ま
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の

量
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
＝
寄

付
件
数
」
な
の
だ
。
寄
付
者
は
単
発
の

支
援
者
か
ら
継
続
寄
付
者
へ
、
さ
ら
に

は
大
口
寄
付
者
へ
と
段
階
的
に
育
っ
て

い
く
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
ド

ナ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
【
図
表
3
】。

　よ
っ
て
、【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
戦
略
と

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
成

功
の
秘
訣
と
言
え
る
。
新
規
・
単
発
の

寄
付
集
め
に
終
始
す
る
よ
り
、
既
存
の

寄
付
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ほ
う
が
効

率
が
よ
く
、
そ
の
た
め
に
は
継
続
的
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
始
め

る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
。
む
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
担
当
者
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
層
か
ら
現
場
ま
で
組

織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て

成
果
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
編
集
部
で

取
材
し
た
名
城
大
学
で
は
、
寄
付
事
業

を
経
営
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
理
事

長
自
身
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
学
外
か
ら
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
、
学

内
で
も
寄
付
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と

で
『
共
感
』
す
る
教
職
員
を
増
や
し
、

一
丸
と
な
っ
て
動
く
体
制
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
」（
須
山
氏
）。

      

目
的
を
明
確
化
し
、
全
学
に
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　【図
表
4
】
は
、
須
山
氏
が
ま
と
め

た
「
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
だ
。
氏
に
よ

る
と
、「
ス
テ
ッ
プ
４
の
具
体
的
な
寄

付
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成

か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
面
倒
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【図表19】ふるさと納税活用の課題 学
が
寄
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
自
治

体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
再
生
計
画
の

中
に
、
大
学
支
援
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
先
行
事
例
で
は
、
地

域
の
人
材
育
成
や
教
育
環
境
の
整
備
、

新
た
な
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の

原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
表

16
・
18
】。

　一
方
で
、導
入
に
は
課
題
も
伴
う【
図

表
19
】。
自
治
体
と
の
交
渉
や
議
会
承

認
が
必
要
な
た
め
、
実
際
に
、
大
学
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
定
期
間
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
人

版
で
は
大
学
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
金

額
は
、
自
治
体
の
手
数
料
な
ど
が
差
し

引
か
れ
た
額
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
自

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
寄
付
を
集
め
る

の
か
と
い
っ
た
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
」
と
力

説
す
る
。
最
初
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
者
の
主
体
的
な
協
力

を
引
き
出
し
や
す
く
な
り
、
寄
付
募
集

に
使
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
の
棚

卸
し
も
円
滑
に
進
む
。
反
対
に
、
こ
こ

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
無
関
心
や
反

発
を
呼
び
、
学
内
の
潜
在
力
や
リ
ソ
ー

ス
を
生
か
し
た
活
動
が
し
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。
次
に
ス
テ
ッ
プ
1

で
棚
卸
し
し
た
潜
在
力
を
基
に
寄
付
者

の
分
析
を
行
い
（
ス
テ
ッ
プ
２
）、
全

学
横
断
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織
体
制

の
構
築
と
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
後
（
ス

テ
ッ
プ
3
、
4
）、
計
画
策
定
し
実
施

す
る
（
ス
テ
ッ
プ
5
、
6
）。

　継
続
的
な
寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
7
の
「
感
謝
・
報
告
・
評
価
」

が
欠
か
せ
な
い
。
寄
付
者
へ
の
丁
寧
な

感
謝
と
報
告
が
、
寄
付
者
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
評
価
に
つ
い

て
は
、
寄
付
総
額
や
寄
付
者
数
だ
け
で

な
く
、
リ
ピ
ー
ト
寄
付
者
数
、
大
口
寄

付
者
数
な
ど
、
対
象
者
ご
と
に
結
果
を

評
価
し
、改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

      

み
ん
な
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織

体
制
づ
く
り
を
。

　担
当
者
や
担
当
部
署
が
孤
軍
奮
闘
す

る
の
で
は
な
く
、
全
学
で
横
断
的
に
取

り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
。
文
科
省

の
調
査
で
も
、
寄
付
獲
得
で
効
果
的

だ
っ
た
要
素
の
ト
ッ
プ
は
、「
学
長
以

下
教
職
員
の
理
解
と
協
力
」
に
な
っ
て

い
る
【
図
表
５
】。
具
体
的
に
は
「
担

当
理
事
の
任
命
、
担
当
部
署
の
設
置
、

担
当
職
員
の
配
置
」
を
3
点
セ
ッ
ト
で

行
う【
P.
15
図
表
４
の
ス
テ
ッ
プ
３
】。

ま
ず
、
担
当
理
事
を
任
命
す
る
。「
組

織
横
断
的
な
展
開
を
し
や
す
く
し
、
経

営
資
源
の
配
分
や
計
画
の
作
成
・
進
捗

管
理
・
評
価
を
行
う
責
任
者
の
明
確
化

は
必
要
。
兼
務
で
よ
い
の
で
、
理
事
な

ど
総
責
任
者
は
定
め
て
お
き
た
い
」（
須

山
氏
）。
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
現
状
、
専
任
部
署
を
設

け
て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
く
、
国
立

大
学
で
は
半
数
程
度
【
図
表
6
】、
私

立
大
学
に
至
っ
て
は
、
約
17
％
に
過
ぎ

な
い
【
図
表
7
】。
専
任
部
署
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
須
山
氏
は
、
寄
付
と

親
和
性
の
高
い
業
務
と
組
み
合
わ
せ
て

課
や
室
と
し
て
再
編
し
、
人
数
を
確
保

す
る
方
法
を
勧
め
る
。
部
署
の
候
補
と

し
て
は
、「
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
に

親
和
性
の
高
い
同
窓
会
や
卒
業
生
支
援

部
門
や
広
報
、
総
務
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
対
外
的
な
影
響
力
と
い

う
点
で
学
長
室
が
関
与
す
る
体
制
も
有

効
だ
」（
須
山
氏
）。一
番
悩
ま
し
い
の
は
、

職
員
の
配
置
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
寄
付

関
係
を
築
い
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

母
校
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、生
き
た
同
窓
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
筑
波

大
学
で
は
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る

O
B
O
G
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

東
京
で
開
催
【
図
表
11
】。
神
奈
川
大
学

は
、
観
光
関
連
業
に
携
わ
る
の
卒
業
生

が
集
う
同
窓
会
を
設
け
て
い
る
（
P.

29
）。
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、
年
配

者
は
郵
送
の
ほ
う
が
よ
く
て
も
、
若
年

層
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
の
ほ
う
が
歓

迎
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
対
象

者
の
特
性
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
視
点
を
持
ち
た
い
。

　大
学
が
推
進
し
た
い
事
業
と
、
卒
業

生
が
共
感
し
や
す
い
事
業
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。「
単
に

『
建
物
を
建
て
る
資
金
が
必
要
だ
』
と

募
る
の
で
は
な
く
、『
こ
の
施
設
に
よ
っ

て
後
輩
の
学
び
が
こ
う
変
わ
る
』
と
い

う
物
語
を
提
示
で
き
れ
ば
、
支
援
の
輪

が
広
が
り
や
す
く
な
る
」（
須
山
氏
）。

      

目
標
金
額
に
よ
る
が
、相
当
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
見
込
ん
で
お
き
た
い
。

　須
山
氏
は
、「
目
標
金
額
に
よ
る
が
、

早
く
始
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
多
額
の
目
標
金
額

を
集
め
る
企
画
や
体
制
の
学
内
コ
ン
セ

大
学
は
、
総
合
企
画
部
が
主
導
し
て
方

針
を
決
定
し
、
実
務
は
渉
外
部
等
が
担

う
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
の

能
力
育
成
に
は
、
准
認
定
資
格
で
あ
れ

ば
最
短
で
数
か
月
程
度
の
学
習
で
取
得

可
能
な
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協

会
の
研
修
を
活
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
は
、【
図
表
８
】
に
ま
と
め

て
い
る
。【
図
表
９
】
は
、
筑
波
大
学

と
名
城
大
学
の
組
織
例
だ
。
筑
波
大
学

の
詳
細
は
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。

      

同
窓
会
と
連
携
し
、
協
力
関
係
を

築
こ
う
【
図
表
10
】。

　大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
、
最
も
大

き
な
潜
在
的
寄
付
者
で
あ
る
反
面
、
寄

付
依
頼
を
郵
送
す
る
た
め
の
現
住
所
リ

ス
ト
の
整
備
が
課
題
だ
。
そ
の
解
決
策

と
し
て
は
、
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。「
寄
付
集
め

は
『
誰
が
声
を
か
け
た
か
』
と
い
う
点

も
重
要
。
大
学
か
ら
よ
り
も
、
親
し
い

先
輩
・
同
輩
か
ら
の
依
頼
の
ほ
う
が
、

寄
付
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
効
果

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。

　そ
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
に
協
力
を

仰
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
同
窓
会
の

活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
し
て
、
協
力

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
く
、
須
山
氏

が
所
属
す
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
の
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
は

2
0
0
人
程
度
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大

学
人
は
20
人
程
度
。
そ
の
た
め
、
外
部

人
材
の
活
用
も
一
案
だ
。
た
だ
し
、
担

当
者
が
少
数
と
な
り
が
ち
な
中
小
規
模

大
学
で
は
、
学
内
事
情
に
精
通
し
た
プ

ロ
パ
ー
職
員
が
中
心
と
な
る
体
制
が
現

実
的
だ
ろ
う
。「
職
員
は
、
自
学
の
こ

と
を
好
き
で
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
潜
在
的
寄
付
者
の
共
感
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
面

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。
一
方
で
同
氏
は
、

「
あ
る
程
度
の
人
員
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
で
は
、
外
部
人
材
の

専
門
性
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
学
内
調
整

力
を
組
み
合
わ
せ
る
形
も
有
効
だ
」
と

述
べ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

寄
付
募
集
で
成
果
を
出
し
て
い
る
名
城

＊内閣府資料を基にBetween編集部にて作成、一部改変 

企業版ふるさと納税に
大学が参画する意義とメリットは？
 内閣府地方創生推進事務局
（併）内閣官房地域未来戦略本部事務局

参事官補佐　植田 皓太
̶̶企業版ふるさと納税の特徴と大学の関与状況につ
いて教えてください。
　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、企業等が自治
体に寄付を行い、その資金を自治体が地方創生プロジェクトに
活用するという、民の力を使って地方創生を進める施策です。そ
のため、内閣府の地方創生推進事務局が、地方への「お金と人
の流れ」を政策的に創出するよう企画・運営を担っています。個
人版との違いは、「返礼品の禁止」と「最大約9割の税額控除」
にあります。寄付を行う企業は実質1割ほどの負担で、地方自治
体の取り組みを支援できます。当初、税額控除は約6割でした
が、2020年度に約9割まで拡大し、人材派遣型も新設したとこ
ろ、寄付件数、寄付金額が急増、2024年度の寄付件数は約1
万8500件、寄付額は約630億円に達しています。本制度に対
する自治体側の認識も高まり、企業とパートナーシップを結ぶ際
の最初の一歩として活用するところが増えています。2023年度
に実施された5,376事業のうち、「大学」というキーワードが含ま
れるものは215件（全体の約4％）と、大学が関与する例は多くは
ありませんが、優れた先行事例がいくつも見られます。
　例えば、鹿児島県曽於（そお）市が鹿児島大学共同獣医学部と
連携し、畜産獣医学拠点を整備して人材育成や新産業創造を行
う事業や、秋田市が市内6大学と組んで、市のプロモーションと人
材育成を行う事業のほか、徳島県神山町の神山まるごと高専や、
岐阜県飛騨市に2026年4月開学予定の「CoIU（Co-Innovation 
University）」のように、企業版ふるさと納税による寄付を教育
機関の設立資金に充当する例も出ています。ちなみに寄付者と
して地域に寄付をする学校法人も一部にはあるようです。

̶̶大学が企業版ふるさと納税に参画する際の大学
側、自治体側の、それぞれのメリットは？
 教育機関の設置や、曽於市のように施設整備をする場合は、
経済的なメリットが大きいと言えます。一方で、たとえ大学に直接
資金が入らなくても、自治体と連携した学びのサポートは地域貢

献そのものです。自治体と強固な信頼関係を築き、「地域になく
てはならない大学」として存在感を示すことが、中長期的な大学
の価値向上につながるでしょう。また、自治体側にとっても大学
と連携するメリットは少なくありません。近年、行政課題は複雑化
しており、大学の専門的な知見を必要とする分野が増えていま
す。特に脱炭素（GX）や新産業創出といった専門性の高い領
域において、大学の協力は心強いものとなるはずです。

̶̶大学が参画したい場合、どのようなプロセスを踏むと
よいでしょうか？
　本制度の実施主体は地方自治体です。まず自治体が「地域再
生計画」を策定し、国の認定を受ける必要があります。大学は自
治体の計画に協力し、自治体が受け入れた寄付金の一部を事
業経費として活用する立場で参画します。まずは大学がその自治
体で「何をしたいのか」を明らかにし、自治体と対話をしてみてく
ださい。具体的には自治体の地方創生や企業版ふるさと納税
の担当部署に相談する、あるいは学長や理事長が、首長や副
市長などの自治体トップへ直接打診するといったアプローチが
考えられます。その後、計画の調整や予算化、議会の承認と
いったプロセスを経て、自治体が国に「地域再生計画」を提出し
認定を受け、大学が関わる体制やしくみが整えられて初めて事
業が始まります。最初の対話から実際、大学が寄付金を受け取
るまでは、一定期間を見込む必要があります。
　本制度は「官民連携」のきっかけとなることをめざして創設さ
れましたが、今後はさらなる「産官学連携」への発展が望まれま
す。現在の制度運用は2027年度が1つの区切りとなっていま
すが、これまでの成果を見れば、期限が延長される可能性は十
分にあります。この制度をきっかけに、自治体と大学が、「これか
らの地域をどう描くか」という共通のビジョンを持ってほしいと
願っています。大学には、受動的な姿勢にとどまるのではなく、自
学のリソースを活用した地域の課題解決策の積極的な提案を
期待しています。

うえだこうた●2020年総務省入省。京都府庁、総務省地域自立
応援課、同省住民制度課マイナンバー制度支援室などにおける勤
務を経て、２０２５年７月より現職。

▶地域との関
係性強化策と
しての活用
▶地域の一員
として、自治体
と同じ目線での
参画
▶長期的な展
望を基にした取
り組み

特に個人版は、返礼品、税制上の優遇措置目的での
寄付者が多いので、本来の目的である大学のファンづく
りにはつながりにくい面もある

この先の寄付アプローチに必要な寄付者のデータの
提供は、自治体と要交渉

自治体と対話交渉して計画化、予算化して議会の承認
を経て、内閣府の認定を受ける（企業版の場合）、体制
を整えるなどのプロセスを経るため、大学に寄付金が入
金されるまでには一定期間を見込む必要がある

寄付金を受け取るのは自治体。個人版については、自
治体の取り分は２割～6割と差がある

個人版にしろ企業版にしろ自治体との連携事業なので、
関係性が悪かったり、なかったりすると取り組みにくい

市内大学、短大16校：市内大学が行
う公益的な取組や大学間連携の促
進等に対する支援

国際大学（IUJ）：留学生支援への補助や、
中学生海外派遣、国際交流事業への活用

北里大学新潟キャンパス：健康科学
部及び保健衛生専門学院が行う学
生への補助などに活用

市内大学・短大9校：千葉市大学支
援寄附金

大阪公立大学：グローバル人材育成
（海外留学支援や研究活動等）

県内大学・短大・高専8校：教育環境
の拡充「県内大学の魅力向上応
援」プロジェクト

市内大学・短大7校：各校に対する支援

【図表16】個人版ふるさと納税の活用例 

【図表15】ふるさと納税の受入額及び受入件数の推移（全国計）

【図表18】企業版ふるさと納税への大学等参画事例  

【図表17】企業版ふるさと納税の総額と件数の推移

課題 対応

自治体（担当部署）

□個人版の自治体の取り分は自治体により異なる

□大学のファンづくりには直接的にはつながりにくい

□寄付者のデータの提供は自治体との交渉が必要

□導入し実際に大学にお金が入るまで
　一定期間を要する

□自治体とよい関係性にあることが前提

札幌市

（U&Iときめき課 
ふるさと創り班）

（総合政策局総合
政策部政策調整課）

（ふるさと応援課）

（政策企画室 企画部）

（未来創造部 定住促進課 
ふるさと貢献グループ）

（企画調整課）

寄附総額

6，000
5，500
5，000
4，500
4，000
3，500
3，000
2，500
2，000
1，500
1，000
500
0

700
600
500
400
300
200
100
0

18000
16000
14000
12000
10000
8000
6000
4000
2000
0

（年度） （年度）

（件数）（億円）

（初年度）

税制改正の施行

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
● ● ● ● ●

●

●

●

●

517

7.5 23.6 34.8

1,254 1,359 1,327

33.8
2,249

110.1

4,922

225.7
341.1

470.0

18,457

631.4

13，000
12，000
11，000
10，000
9，000
8，000
7，000
6，000
5，000
4，000
3，000
2，000
1，000

0

ー／
15,801,000円

ー／
37,563,000円

61件／
14,482,600円

―／
18,419,000円

101件／
3,977,500円

3,742件／
150,757,000円

1,609件／ 
79,183,100円

6,202件／
105,349,700円

寄附件数

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 202420152014

●
●

● ●

●

●

●

● ●

●
●

（万件）（億円）

8,390

14,022 ふるさと納税
受入件数

ふるさと納税
受入額

12,727.5 
5,878.7 

寄付件数／寄付額

（まちづくり政策局公民
・広域連携推進室）

南魚沼市

千葉市

飛騨市

大阪市

福井県

高崎市

CoIU：私立大学立地への支援

寄付先と事業内容自治体（担当部署） 大学等 事業内容 累計寄附額

鹿児島県曽於市
（企画政策課）

秋田市
（企画財政部
人口減少・
移住定住対策課）

徳島県神山町
（まちづくり戦略課）

岐阜県飛騨市
（企画部 総合政策課）

鹿児島大学
共同獣医学部

市内大学6校

神山まるごと高専

Co-Innovation 
University

257,152,000円

1,225,480,000円

242,000,000円

南九州畜産獣医
学拠点事業
（畜産獣医学拠点
の整備による、人
材の育成、新たな
産業の創造、交流
人口の増加）

秋田市未来創造
人 材 育 成・プロ
モーション事業　
（映画制作を通じた
人材育成とシティ
プロモーション）

Co-Innovation 
University設立支援

神山まるごと高専
の設立

     

学
外
、
学
内
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　寄
付
に
は
、
使
い
道
を
指
定
し
な
い

「
一
般
寄
付
」
と
、
指
定
す
る
「
特
定

寄
付
」と
が
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
、

一
般
寄
付
の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
寄
付
者
か
ら
見
る
と
、
関
心
の
あ

る
特
定
事
業
の
ほ
う
が
共
感
し
て
応
援

し
や
す
い
。
一
般
寄
付
に
加
え
、
特
定

寄
付
も
用
意
し
、
よ
り
幅
広
い
共
感
と

支
援
を
得
る
可
能
性
を
高
め
た
い
。
須

山
氏
に
よ
る
と
、「
特
定
の
部
局
や
Ｐ

Ｊ
向
け
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
現
場
の

当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
学
内
の
協

力
体
制
も
築
き
や
す
く
な
る
」と
い
う
。

Q.

お
金
が
集
ま
る
寄
付

メ
ニ
ュ
ー
企
画
の
コ
ツ
は
？

　特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
す
る
際

は
、①
学
内
の
支
援
が
必
要
な
活
動
を

寄
付
事
業
の
候
補
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の
応

援
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
支
援
対
象
と

な
る
事
業
と
ひ
も
付
け
、③「
寄
付
者
に

と
っ
て
の
価
値
や
意
義
」
を
考
え
る
、

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
よ
い
だ

ろ
う
【
図
表
20
】。
参
考
ま
で
に
、【
図

表
21
】
に
筑
波
大
学
の
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

の
寄
付
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
。
企
業

向
け
の
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
際
は
、

寄
付
に
よ
る
そ
の
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
た
い
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
が

多
い
中
、
特
定
の
人
材
育
成
を
行
う
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
も
可
能

性
が
あ
り
そ
う
だ
。

     

寄
付
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
丁

寧
な
感
謝
・
報
告
が
寄
付
者
を
増
や
す
。

　須
山
氏
に
よ
る
と
、
支
援
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
と
き
に
「
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

即
、
寄
付
手
続
き
を
完
了
で
き
る
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
」
と
い
う
。
W
e
b

サ
イ
ト
の
導
線
を
簡
略
化
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
を
導
入
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

は
お
手
本
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、
銀
行

振
り
込
み
を
好
む
高
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に

も
配
慮
し
、
複
数
の
決
済
手
段
を
併
用

す
る
こ
と
が
得
策
だ
。

　寄
付
金
額
の
増
加
に
は
、
既
存
寄
付

者
に
寄
付
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
、

大
口
寄
付
を
増
や
す
と
い
う
2
つ
の
方

法
が
あ
る
。
前
者
は
、「
寄
付
者
に
対

し
て
感
謝
と
報
告
を
丁
寧
か
つ
何
度
も

行
っ
て
、
寄
付
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

に
す
る
こ
と
が
鍵
」（
須
山
氏
）の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
て
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。
高
額
寄
付
の
依
頼
は
、
学
長
の
直

接
訪
問
が
何
よ
り
効
果
的
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が
自
学

の
フ
ァ
ン
の
維
持
、拡
大
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、【
図
表

22
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

治
体
に
対
す
る
寄
付
の
た
め
、〝
大
学

に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
〞
と
い

う
寄
付
本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
や

や
利
用
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
寄
付
者

へ
の
感
謝
や
活
動
報
告
を
す
る
た
め
の

寄
付
者
の
リ
ス
ト
共
有
も
自
治
体
と
の

交
渉
が
必
要
で
、時
間
が
か
か
る
」（
須

山
氏
）。
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
は
、
寄
付
事
業
の
中
心
的
手
段

と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
と
の
連
携
や

広
報
効
果
を
含
む
補
完
的
な
手
段
と
し

て
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

企業が所在する自治体
（法人住民税・法人事業税）

企業版ふるさと納税の基本スキーム 

① 地方公共団体が
地方版総合戦略を策定

② ①の地方版総合戦略を基に、
地方公共団体が地域再生計画を作成

④寄付（お金）

④人材の派遣
地域再生計画

③計画の認定 内閣府

企業

国（法人税） 
○○市
総合戦略
・○○事業
・△△事業
・◇◇事業

⑤税額控除

＊内閣官房「起業版ふるさと納税に係る令和6年度実績について」より ＊総務省「ふるさと納税に関する現況調査結果」より 

―

＊各自治体のWebサイト上の公表情報より。寄付額は神山町は2022年12月時点、
　他は2024年度までの実績 

＊各自治体のWebサイト上の公表情報より。件数／金額は福井県は2023年度、他は2024年度実績

（大学の事業が含まれれば
経費として活用可能）
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